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簡易取扱説明書

すぐに簡単に設定する場合 ：

安全にご使用いただ く ために → 4 ページ

▼

設置 → 7 ページ

▼

配線 → 11 ページ

▼

表示および操作部 → 16 ページ

▼

装置の設定 → 21 ページ

装置の設定 ： 調整可能なすべての装置機能の用途を関連する値の

範囲 と設定 と と もに説明し ています。
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The order can not be handled without the completed safety sheet.
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1 安全にご使用いただ く ために

1.1 用途

• こ の装置は、 1 つのセンサ入力を備えた設定可能なフ ィ ール ドデ ィ スプレ イです。 
• こ の装置は、 フ ィ ール ド に設置する目的で設計されています。
• 本装置の誤った使用によ るいかなる損傷も、 メ ーカーが責任を負 う こ と はでき ません。
• 操作の安全性は、 取扱説明書の指示に従った場合にのみ保証されます。
• 装置は、 許容周囲温度の範囲内でのみ操作し て く ださい。

1.2 設置、 設定、 操作  

下記の点に注目し て く ださい。

• 装置の取 り 付け、 電気接続、 設定、 および保守は、 オーナー責任者によ り 作業の実施資格が
与え られた熟練し た技術者のみ行 う こ と ができ ます。 これらの作業を行 う 技術者は、 こ の取扱
説明書を読んで理解し、 記載されている指示に従って く ださい。

• 装置は、 施設のオーナー責任者の訓練を受け、 認可された担当者が操作する必要があ り ます。 
これらの取扱説明書の指示には、 厳密に従 う 必要があ り ます。

• 設置担当者は、 測定システムが配線図に従って正し く 配線されている こ と を確認する必要が
あ り ます。

• 電気装置の分解と修理に対する各地の法令が常に適用されます。

1.3 操作上の安全性

測定システムは、 EN 61010 および EN 61326 の EMC 要件および NAMUR Recommendations NE 21
に従って、 一般的な安全基準に準拠し ています。

防爆区域

防爆環境で使用する測定システムには、 取扱説明書の一部と し て 「防爆に関する説明書」 を別
途ご用意し ています。 こ の補足文書に記載されている よ う な設置手順および接続値には、 厳密に
従 う 必要があ り ます。

1.4 返却

後で再利用する場合や修理する場合、 装置を保護材を使用し て梱包し て く ださい。 可能な らば
出荷時の梱包材を利用し て梱包し て く ださい。 修理は、 納入業者のサービ ス部門または特別に訓
練を受けた担当者のみ行 う こ と ができ ます。

弊社のサービ スネ ッ ト ワーク の概要は、 この取扱説明書の裏ページに記載し てあ り ます。 修理の
ために装置を送る場合は、 故障内容と使用状況を明記し た メ モを同封し て く ださい。

商品が輸送中に損傷し た場合は、 運送業者および納入業者に連絡し て く ださい。
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1.5  安全性に関する規定と アイ コ ン  

取扱説明書に記載し ている安全注意事項は、 以下の文字と記号で示し てあ り ます。

危険 !

こ の記号は、 その作業や手順を間違え る と、 けが、 安全上の問題あ るいは装置の破壊を引き起
こすおそれがあ る こ と を示し ています。

"

警告 !

こ の記号は、 その作業や手順を間違え る と、 装置の誤った動作や破壊を引き起こすおそれがあ
る こ と を示し ています。

注意 !

こ の記号は、 その作業や手順を間違え る と、 装置の動作に関し て間接的な影響を及ぼす可能性
があ る こ と、 または予測できない装置の反応を引き起こす可能性があ る こ と を示し ています。

防爆、 タ イプ検査済み装置

装置の型式銘板にこ の印があ る場合、 装置は防爆区域で使用でき ます。

安全区域 （非防爆区域）

取扱説明書の図では、 この記号は非防爆区域を示し ます。 接続ケーブルが防爆区域に延びている
場合は、 非防爆区域の装置も認可を受ける必要があ り ます。



製品の識別について RIA14

6 エン ド レスハウザー ジ ャパン

2 製品の識別について

2.1 装置の名称

2.1.1 型式銘板

正し い装置である事を確認し て く ださ い。

装置の銘板のオーダーコード を納入品 リ ス ト のオーダーコード と比較し て く ださい。

a0011254

図 1 ： フ ィ ールド デ ィ スプレ イの型式銘板 （例）

1 識別情報、 装置のオーダーコード と シ リ アル番号

2 保護等級および認証

3 電源および出力信号

4 周囲温度

5 認定

2.2 納入範囲

フ ィ ール ドデ ィ スプレ イの全納入品は次の とお り です。

• フ ィ ール ドデ ィ スプレ イ
• 簡易取扱説明書
• CD-ROM の取扱説明書
• 防爆区域での使用許可を得た装置を配備する ための ATEX 安全注意事項 （オプシ ョ ン）
• （パイプ / ポール取 り 付けキ ッ ト など） のア ク セサ リ （「ア ク セサ リ 」 の章を参照）

2.3 認証と認定

CE マーク、 適合宣言

本フ ィ ール ドデ ィ スプレ イは、 最新技術水準の安全要求事項に適合する よ う 設計され、 安全に
操作でき る こ と を試験し た上で工場から出荷されています。

本装置は該当する規格および EN 61010 「電気的測定、 制御および実験に使用する装置のための
安全要件」 に準拠し ています。

し たがって、 本取扱説明書で述べている装置は、 EU 指令の法的要件を満た し ています。 製造元
は、 CE マーク を添付する こ と によ って、 試験に合格し ている こ と を保証し ています。
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3 機能およびシステム設計
フ ィ ール ドデ ィ スプレ イは、 4 ～ 20 mA の測定回路に直接組みこ まれています。 必要な電源は、
測定回路のループから取得し ます。 こ の装置はアナロ グ測定値を記録し、 その値を ク リ アで読み
やすい LC デ ィ スプレ イに表示し ます。 また、 測定値をバーグ ラ フ と し てグ ラ フ ィ ッ ク表示し ま
す。 照明付きデ ィ スプレ イによ り 、 暗い場所で も値が読みやす く なっています。

4 設置

4.1 受け入れ、 輸送、 保管

許容周囲条件および保管条件に従って く ださい。 正確な仕様については、 「技術データ」 の節を
参照し て く ださ い。

4.1.1 受け入れ

注文品到着後、 直ちに以下について確認し て く ださい。

包装、 内容物に損傷はあ り ませんか？

納入品で足 り ないものはあ り ませんか？ 全納入品を注文時の情報と比較し て く ださい。 セ ク
シ ョ ン 2.2 「納入範囲」 も参照し て く ださい。

4.1.2 輸送および保管

下記の点に注目し て く ださい。

• 保管時および輸送時の衝撃に耐え られる よ う 、 装置を梱包し て く ださい。 納入時の梱包材を利
用し て梱包する と、 最適な保護効果が得られます。

• 許容保管温度範囲は -40 ～ +80 ℃です。 期間制限 （最大 48 時間） で、 限界温度範囲内で装置を
保管する こ と ができ ます。

4.2 設置条件

プロセスデ ィ スプレ イは、 フ ィ ール ド で使用する よ う 設計されています。

デ ィ スプレ イ表示が見やすい方向に設置し ます。 ケーブル接続口は、 装置の底面にあ り ます。

許容動作温度 ： -40 ～ +80 ℃

警告 !

装置が上限温度範囲で動作し ている と、 デ ィ スプレ イの寿命が短 く な り ます。

注意 !

デ ィ スプレ イは -20 ℃を下回る温度では反応が遅 く なる場合があ り ます。

-30 ℃を下回る温度ではデ ィ スプレ イの読みやすさは保証でき ません。



設置 RIA14

8 エン ド レスハウザー ジ ャパン

4.2.1 寸法

a0011152

図 2 ： 設置寸法 （mm 単位）

4.2.2 設置場所

設置場所に装置を正し く 取 り 付けるために必要な条件の詳細は、 「技術データ」 の節を参照し て
く ださい。 こ の節には、 周囲温度、 保護等級、 気候ク ラ スなどが記載されています。

4.3 設置手順

装置は、 壁に直接設置でき ます。 パイプ / ポールに設置する場合は、 取 り 付け金具を使用し ます
（→ 図 5）。 照明付きデ ィ スプレ イは、 4 種類の位置に設置でき ます （→ 図 3）。

4.3.1 デ ィ スプレ イの回転

a0011256

図 3 ： フ ィ ールド デ ィ スプレ イの壁への取り付け、 4 種類のデ ィ スプレ イ位置、 90°単位でプ ラグ着脱

可能
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図 4 ： デ ィ スプレ イの回転 

デ ィ スプレ イは 90°単位で回転させる こ と ができ ます。 まず、 カバーク ラ ンプ （1） およびハウ
ジングカバー （2） を取 り 外し ます。 次に、 電子装置 （4） からデ ィ スプレ イ （3） を取 り 外し ま
す。 設定のため、 デ ィ スプレ イ と電子装置間の リ ボンケーブルを接続し てお く 必要があ り ます。

デ ィ スプレ イ を好みの位置に回し、 電子装置に取 り 付けます。

4.3.2 壁への直接設置

装置を直接壁に設置するには、 次の手順に従って く ださい。

• 2 つの穴を開けます。
• ネジ 2 本 （ø5） で装置を壁に取 り 付けます。
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4.3.3 パイプ / ポールへの設置

取 り 付け金具は、 直径約 1.5 イ ンチから 3 イ ンチのパイプ / ポールに適合し ます。

装置をパイプ / ポールに設置するには、 次の手順に従って く ださい。

• 取 り 付け金具をパイプ / ポールに取 り 付けます。
• 直径約 1.5 イ ンチから 2 イ ンチのパイプ / ポールには、さ らに取 り 付けプレー ト を使用する必要

があ り ます。
• 2本のネジを使用し て装置を取 り 付け金具に固定し ます。 直径約2イ ンチから3イ ンチのパイプ/

ポールに取 り 付けプレー ト は必要あ り ません。

a0011258

図 5 ： 取り付け金具を使用し た、 直径約 1.5 イ ンチから 3 イ ンチのパイプ / ポールへのフ ィ ールド デ ィ

スプレ イの設置

取 り 付けキ ッ ト の構成品 ：

1: 取 り 付けプレー ト

2: 取 り 付け金具

3: ナッ ト M6 X 2

4.4 設置状況確認

装置を設置し た ら、 必ず以下の最終確認を行って く ださい。

装置の状態と仕様 注記

装置は損傷し ていないか 外観検査

シー リ ング リ ングが損傷し ていないか 外観検査

装置が壁または取 り 付けプレー ト に確実に固定され

ているか

-

前面カバーはし っか り と 固定されているか -

装置は、 周囲温度、 測定レ ンジなど測定点の仕様に

従っているか

「技術データ」 の節を参照。
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5 配線

警告 !

防爆認証装置を接続する場合は、 取扱説明書の具体的な防爆に関する説明書にあ る方法および
接続図に従って く ださ い。 必要な場合は、 弊社担当部門にご連絡 く ださい。

まず、 フ ィ ール ドデ ィ スプレ イのハウジングを開けます。

a0011259

図 6 ： フ ィ ールド デ ィ スプレ イのハウジングの開け方

配線前の準備作業手順

注意 !

左図の点線よ り 上を持って作業する と モニターが台座から外れる場合があ るため、 点線よ り 下
を掴んで作業を し て下さい。

台座
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1. ハウジングを固定し、 モニターを垂直上方に引き上げて、 電子装置 （エレク ト ロニッ ク ・ イ
ンサート ） から外してください。
モニターと電子装置 （エレク ト ロニッ ク ・ インサート ） を接続しているケーブルは外さない
で下さい。
また、 斜めに引き抜く と コネク タのピンを曲げる恐れがあ り ますので、 ご注意下さい。

2. 電子装置 （エレク ト ロニッ ク ・ インサート ） を固定している 2箇所ネジ （点線部） を緩めま
す。

3. 電子装置 （エレク ト ロニッ ク ・ インサート ） の取っ手 （点線部） を持ち、 垂直上方に引き抜
きます。
斜めに引き抜く と コネク タのピンを曲げる恐れがあ り ますので、 ご注意下さい。

モニターと電子装置（エレクト
ロニック・インサート）を接続
しているケーブルは外さないで
下さい。
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（配線） 下記写真のよ うに、 配線をします （接続は技術仕様書を参照してください）。

(配線終了後の組立て手順) 配線を終えて組み直す場合には、 電子装置 （エレク ト ロニッ ク ・ インサート ） の背面にあるコ
ネクタ （Ａ） とハウジング側のコネクタ （Ｂ） が正し くかん合するよ うにはめ込み、 前記の手
順１から ３ までの逆の手順で組み立てます。

コネクタ同士を正し くかん合させないではめ込むと、 コネクタのピンを曲げる恐れがあ り ます
ので、 ご注意ください。

A

B
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5.1 ク イ ッ ク配線ガイ ド

端子割り当て

端子ブロ ッ クは、 デ ィ スプレ イおよび電子装置の下にあ り ます。  まず、 ハウジングカバーを取
り 外し、 電子装置からデ ィ スプレ イ を取 り 外し ます。 電子装置を取 り 外し ます。 接続ケーブルを
取 り 付ける こ と ができ ます。

a0010946-en

図 7 ： 端子割り当て

5.2 電気的接続

端子割 り 当て と フ ィ ール ドデ ィ スプレ イの接続値は、 防爆バージ ョ ンに対応し ています。 本装置
は、 4 ～ 20 mA の測定回路でのみ動作する よ う 設計されています。 （防爆区域内外の） 回路に
沿って等電位化が存在し ます。

端子 端子割り当て 入出力

+ 測定信号 (+) 4 ～ 20 mA 信号入力

- 測定信号 (-) 4 ～ 20 mA 信号入力

1 追加の計測器用端子 サポー ト 端子

2 デジ タル リ ミ ッ ト ス イ ッ チ （コ レ ク タ） ス イ ッチ出力

3 デジ タル リ ミ ッ ト ス イ ッ チ （エ ミ ッ タ） ス イ ッチ出力
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5.3 保護等級

本装置は、 保護等級 IP 67 のすべての要求事項を満た し ています。 IP 67 の保護が確実に得られる
よ う 、 設置または保守点検の後は、 以下の点を遵守し ている こ と が必要です。

• シール溝に挿入されているハウジングシールが汚れておらず、 損傷し ていないこ と。 シールは
ク リ ーニング し、 乾燥させるか交換し なければな ら ない場合があ り ます。

• 接続に使用する ケーブルの外径は指定どお り に正し く なければな ら ない （M20 x 1.5、 ケーブ
ル直径は 8 ～ 12 mm）。 
ケーブルはケーブル接続口に入れる前に輪状にし て下に垂ら し てお く 必要があ る （→ 図 8)。 
こ のよ う にする こ と で、 水滴が接続口に浸入するのを防ぎます。 ケーブル接続口が上を向かな
いよ う 装置を設置し ます。

• 未使用のケーブル接続口には （付属の） ダ ミ ープラ グを使用し ます。
• 使用されている グ ロ メ ッ ト はケーブル接続口から取 り 外さ ないで く ださい。
• ハウジングカバーと ケーブル接続口はし っか り と固定する必要があ り ます。

a0011260

図 8 ： IP67 保護等級を満たすための接続方法

5.4 設置後の状況確認

装置の電気接続が完了し た ら、 次の点を確認し て く ださい。

装置の状態と仕様 注記

装置またはケーブルは損傷し ていないか 外観検査

電気的接続 注記

ケーブル経路は、 輪状になっていた り 交差し た り せず、 完全に隔離さ

れているか

-

ケーブルに無理な力がかかっていないか -

端子割 り 当ては正しいか。 端子ブロ ッ クの接続図と 比較し て く ださい。 → セ ク シ ョ ン 5.1

すべてのネジがし っか り と締められているか 外観検査

ケーブルグ ラ ン ド が密閉されているか 外観検査

ハウジングカバーはし っか り 固定されているか 外観検査
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6 フ ィ ールド デ ィ スプレ イの操作

6.1 表示および操作部

6.1.1 表示

a0011157

図 9 ： フ ィ ールド デ ィ スプレ イの LCD （90°単位でプ ラグ着脱可能）

6.1.2 デ ィ スプレ イの記号

1 バーグ ラ フ表示

1a 測定レ ンジのアンダーシ ュー ト のイ ンジケータ

1b 測定レ ンジのオーバーシ ュー ト のイ ンジケータ

2 測定値表示

数字の高さ 20.5 mm

3 14 セグ メ ン ト 表示 （単位、 メ ッ セージ部）

4 「プロ グ ラ ミ ング不可」 記号

5 単位 「%」

6 エラー表示
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6.2 操作キーを用いた設定

危険 !

装置は、 防爆区域外で設定する必要があ り ます。

a0011261

図 10 ： フ ィ ールド デ ィ スプレ イの操作キー （「-」、 「+」、 「E」）

装置を設定するには、 まずハウジングカバーを取 り 外し ます。 次に、 電子装置からデ ィ スプレ イ
を取 り 外し ます。 キー （+、 -、 E） が利用でき ます。

設定中、 デ ィ スプレ イは電子装置に接続し てお く 必要があ り ます。 その後、 デ ィ スプレ イ を好み
の角度に変更する こ と ができ ます。

6.2.1 ナビゲーシ ョ ン

操作フ ィ ールド は 2 つのレベルに分かれています。

メニ ュ ー ： メ ニューレベルでは、 各種 メ ニュー項目を選択でき ます。 個々の メ ニュー項目は、 関
連操作機能を集約し た ものです。

操作機能 ： 操作機能は、 操作パラ メ ータ を集約し た ものです。 操作機能を使用し て、 装置を操作
および設定し ます。

操作キー ：

'E' 決定キー ： プロ グ ラ ミ ング メ ニューに入るには、 E キーを 3 秒以上押し たま まにし て く ださ
い。

- 操作機能を選択し ます。

- 値を確定し ます。

- E キーを 3 秒以上押すと、 システムは直接ホームポジシ ョ ンに戻 り ます。 その前に、 入力し た
データ を保存するか確認 メ ッ セージが表示されます。

- 入力し たデータ を保存し ます。

選択キー 「+/–」 ： 

- メ ニューを選択し ます。

- パラ メ ータおよび数値を設定し ます。

- 操作機能を選択後、 + キーまたは - キーを押し て、 値を入力するか設定を変更し ます。

! 注意 ! 
キーを長押しする と、 数値の変更速度が速 く な り ます。

注意 !

+ キーまたは - キーを 「プロ グ ラ ム名」 および 「プロ グ ラ ムバージ ョ ン」 操作位置で押すと、
デ ィ スプレ イが左右にス ク ロールされ、 （7 桁の） これらの位置は 14 セグ メ ン ト デ ィ スプレ イで
は完全に表示できな く な り ます。
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6.2.2 プログラ ミ ングおよび操作マ ト リ クス

a0011262-en

図 11 ： フ ィ ールド デ ィ スプレ イのプログラ ミ ング

w 操作マ ト リ ク ス を入力し ます。

x メ ニ ューを選択 （「+」 キーまたは 「-」 キー）

y 操作機能を選択し ます。

z 編集モード でパラ メ ータ を入力し ます （「+」 または 「-」 でデータ を入力 ・ 選択し、 「E」 で決定）。

{ ホームポジシ ョ ンに直接戻 り ます。 

その前に、 入力し たデータ を保存するか確認 メ ッ セージが表示されます。

| 「+/-」 で メ ニューを終了し ます。 入力し たデータ を保存するかど う かの確認 メ ッ セージが表示されま

す。

} データ を保存する よ う 促す表示が されます （「+」 キーまたは 「-」 キーで YES/NO を選択し、 「E」 で確

定）。
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6.3 操作マ ト リ クス

メニュー 操作機能 操作機能 操作機能

パラメータ デフォルト /

選択

パラメータ デフォルト /

選択

パラメータ デフォルト /

選択

アナ ログ入力

INPUT

曲線

CURV

信号ダン ピ ング

DAMP

測定値の小数点

DI DP

リ ニア

二次曲線

LINAR

SQRT

0 ～ 99s 0 99.999

999.99

9999.9

99999

3 DEC

2 DEC

1 DEC

0 DEC

スケー リ ング測定値 4 mA

DI LO

スケー リ ング測定値 20 mA

DI HI

測定値オフ セ ッ ト

OFFST

-9999 ～ 

99999 

0.0 -9999 ～ 

99999 

100.0 -9999 ～ 

99999 

0.0

デ ィ スプレ イ

DISPL

寸法

DIM

寸法 **

DTEXT

な し

%

ユーザ定義

NO

%

TEXT

XXXXX

リ ミ ッ ト 値

LIMIT

動作モー ド

MODE

切 り 替えポイ ン ト

SETP

オフ

Min.

セーフテ ィ ー

ア ラーム

Max.

セーフテ ィ ー

ア ラーム

ア ラーム

OFF

MIN

MAX

ALARM

-9999 ～ 

99999 

0.0

ヒ ステ リ シス

HYST

遅延応答

DELY

-9999 ～

99999

0.0 0 ～ 99 秒 0

動作パラ メ ー タ
PARAM

ユーザ コ ー ド
CODE

プログラム名
PNAME

フ ァ ーム ウ ェ アのバージ ョ
ン

FWVER

0000 ～ 9999 0000

NAMUR

NAMUR

NAMUR 3.6*

N_360

NAMUR 3.80*

N_380

デフ ォル ト

Edit

dEF

Edit

0 ～ NAMUR 

20.5

3.60 NAMUR 3.6

～ NAMUR 

20.5

3.80

NAMUR 20.5*

N2050

NAMUR 21.0*

N2100

テス ト

TEST

NAMUR 3.80

～ NAMUR 

21.0

20.50 NAMUR 20.5

～ 25 mA

21.00 オフ

オープン コ

レ ク タ

デ ィ スプレ

イ

OFF

OUT

DISP

サービス

SERV

サービス コ ー ド

SCODE

パラ メ ー タ リ セ ッ ト ***

PRSET

- - - - Yes

No

Yes

No

*) NAMUR に「Edit」が選択されている場合のみ
**) DIMENSION に「TEXT」が選択されている場合のみ

***) サービス担当者のみ使用可能
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6.4 イ ン ターフ ェースおよび FieldCare 装置セ ッ ト ア ッ プ PC 設定ソ
フ ト ウ ェ アを用いた設定

危険 !

装置は、 防爆区域外で設定する必要があ り ます。

警告 !

FieldCare 設定中は、 装置は未定義の状態と判断されます。 この結果、 出力および リ レーが未定
義のま ま切 り 替え られる可能性があ り ます。

FieldCare 装置セ ッ ト ア ッ プソ フ ト ウ ェ アで装置を設定するには、 装置を PC に接続し ます。 この
場合、 Commubox FXA291 イ ン ターフ ェースアダプタが必要です （「ア ク セサ リ 」 の章を参照）。

イ ン ターフ ェースケーブルの 4 ピン コネ ク タ を、 装置内の対応する ソ ケ ッ ト に差し込み、 USB
コネ ク タ を PC の空いている USB ス ロ ッ ト に差し込む必要があ り ます。

接続の確立

デバイ ス を接続し た と きに、 デバイ ス DTM は FieldCare に自動的にはロード されません。 その
ため、 デバイ ス を手動で追加する必要があ り ます。

• まず Communication DTM 「PCP(Readwin) TXU10/FXA291」 を空のプロ ジェ ク ト に追加し ます。
• Comm DTM セ ッ テ ィ ングでボーレー ト を 2400 ボーに設定し、使用する COM ポー ト を選択し ま

す。
• 「デバイ ス追加」 機能によ り 、 RIA14/16 Version Vx.xx.xx デバイ ス DTM をプロ ジェ ク ト に追加

し ます。

RIA14/16 ではオン ラ イ ン設定はでき ません。

• 装置を設定するには、 装置の取扱説明書の指示に従って く ださい。 取扱説明書に記載されてい
るパラ メ ータすべてなどセ ッ ト ア ッ プ メ ニュー全般に付いては、 FieldCare 装置セ ッ ト ア ッ プ
を御覧 く ださい。

a0011264-en

図 12 ： イ ン ターフ ェ ースアダプ タ を用いたフ ィ ールド デ ィ スプレ イの設定

注意 !

一般的に、 ア ク セス保護がア ク テ ィ ブの場合でも、 FieldCare PC ソ フ ト ウ ェ アおよび適切な
DTM によ り パラ メ ータ を無効にする こ と ができ ます。

コード によ る ア ク セス保護を ソ フ ト ウ ェアに適用する場合は、 この機能を拡張装置セ ッ ト ア ッ
プでア ク テ ィ ブにする必要があ り ます。

注意 !
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7 装置の設定

操作機能の説明

以下の表は、 フ ィ ール ドデ ィ スプレ イで使用でき る メ ニューを示し ています。 メ ニューの詳細
は、 指定の節で説明し ています。

7.1 データ処理 （INPUT）

7.1.1 入力範囲

INPUT → CURVE → Options: 線形 （LINAR） または平方根 （SQRT）

入力範囲は 4 ～ 20 mA 信号です。

こ こ で、 入力信号の種類 （線形または平方） を選択し ます。

7.1.2 ダンピング

INPUT → DAMP → Options: 0 - 99 （0 = ダン ピングなし）

測定値のダンピングは、 0 から 99 秒の範囲で設定でき ます。

整数のみ入力でき ます。

工場出荷時の設定は 0 （ダンピングな し） です。

7.1.3 測定値のスケーリ ング

警告 !

測定値 0 % と 100 % は同じになる こ と はあ り ません。 ただし、 0 % 測定値は 100 % 測定値よ り 大き
い値にな る こ と があ り ます （その逆の場合も あ り ます）。

節 機能 ディスプレイ表示

セ ク シ ョ ン 7.1 データ処理 INPUT

セ ク シ ョ ン 7.2 表示 DISPL

セ ク シ ョ ン 7.3 リ ミ ッ ト 値 LIMIT

セ ク シ ョ ン 7.4 その他の設定 PARAM

セ ク シ ョ ン 7.5 サービ ス レベル SERV

名称 説明

測定値の小数点 'DI DP' 測定レ ンジの数値表示の小数点以下の桁数を示し ます。

小数点以下 0 から 3 桁の範囲で選択でき ます。

デフ ォル ト ： 小数点以下 1 桁

小数点以下の桁数が増え る と 、 関連する操作パラ メ ータすべての値が 「古

い値 * 10PDnew - PDold」 と い う 式で算出された新しい値に基づいて再計算され

ます。 関連する操作パラ メ ータのいずれかの値が < -19999 または > 99999

の場合、 小数点以下の桁数は増えず、 エラー メ ッ セージ C561 がデ ィ スプレ

イに表示されます。

測定値 0 % 'DI LO' 4 mA 値の表示値を示し ます。

値の範囲 ： -19999 ～ 99999

デフ ォル ト ： 0.0

測定値 100 % 'DI HI' 20 mA 値の表示値を示し ます。

値の範囲 ： -19999 ～ 99999

デフ ォル ト ： 100.0

測定値オフセ ッ ト 'OFFST' 表示測定値を補正する場合に使用し ます。 オフセ ッ ト は、 測定値に追加され

ます。

値の範囲 ： -19999 ～ 99999

デフ ォル ト ： 0.0



装置の設定 RIA14

22 エン ド レスハウザー ジ ャパン

7.2 表示 （DISPL）

7.2.1 寸法

DIM → Options: NO、 ℃、 K、 °F、 % または TEXT

デ ィ スプレ イに保存されている単位 K、 ℃、 °F、 % の う ち 1 つを選択でき ます。 また、 任意の単
位を 14 セグ メ ン ト のデ ィ スプレ イで設定でき ます （TEXT）。

文字セ ッ ト は次の文字で構成されています。

文字 A ～ Z、 abcdhijlmnoruvwy、 0 ～ 9 の数字、 特殊文字 : - + * / ( )

7.2.2 編集可能な単位の設定 （DTEXT）

DIM → DTEXT → 必要に応じ て編集可能な単位を入力

編集可能な単位を設定するには、 14 セグ メ ン ト のデ ィ スプレ イの 5 点すべてを設定する必要が
あ り ます。 次の文字を編集するには、 E キーを押し て、 移動し ます。 「E」 で設定し た単位を確
定し ます。

a0011266-en

図 13 ： 編集可能な単位の設定

No. 説明

w E キーを押し て、 目的の操作機能を選択し ます。

x E キーを押し て、 5 桁 14 セグ メ ン ト の次の位置を選択し ます。

y + または - キーを押し て、 選択し た位置に関し て文字を選択し ます。

z + キーまたは - キーを同時に押すと、 データ入力が中止され、 操作機能が表示されます。

{ E でデ ィ スプレ イの 5 番目の位置を確認する と 、 入力が確定され、 操作機能に戻 り ます。
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7.3 リ ミ ッ ト 値 （LIMIT）

リ ミ ッ ト 値違反またはエラーが発生し た場合は、 休止電流原理にし たがってオープン コ レ ク タ
出力が無電流に切 り 替わ り ます。

リ ミ ッ ト 値が違反し ている場合は、 MIN （下限） 「LIMIN」 が 14 セグ メ ン ト のデ ィ スプレ イに表
示されます。 リ ミ ッ ト 値が違反し ている場合は、 MAX （上限） 「LIMAX」 が表示されます。

7.3.1 動作モー ド

LIMIT → MODE → Selection OFF、 MIN、 MAX、 ALARM

「Limit and fault monitoring」 動作モード を選択し ます。

選択肢 ： MIN、 MAX、 ALARM、 または OFF

- MIN = 下限値

- MAX = 上限値

- ALARM = 装置にエラーが発生し た場合

- デフ ォル ト ： OFF = リ ミ ッ ト 値な し または障害モニタ リ ング

7.3.2 切り替え し きい値

LIMIT → SETP → Options -19999 ～ 99999

切 り 替え状態が変更された と きの測定値です。

- 値の範囲 ： -19999 ～ 99999

- デフ ォル ト ： 0

7.3.3 ヒ ステ リ シス

LIMIT → HYST → Options -19999 ～ 99999

安全性が最小または最大のし きい値の ヒ ステ リ シス を入力し ます。

- 値の範囲 ： -19999 ～ 99999

- デフ ォル ト ： 0

7.3.4 遅延応答

LIMIT → DELY → Options 0 ～ 99 秒

切 り 替え し きい値に達し た後、 リ ミ ッ ト 値イベン ト の遅延応答を （秒で） 設定し ます。

- 値の範囲 ： 0 ～ 99 秒

- デフ ォル ト ： 0
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7.4  その他の設定 （PARAM）

7.4.1 ユーザコー ド ： ロ ッ ク

PARAM → CODE → ユーザ コ ー ド 入力

望んでいない、 または許可されていない影響からプロセス を保護するために、 装置を ロ ッ ク で
き ます。 装置パラ メ ータは、 4 桁のユーザコード で保護されてお り 、 コード を入力し ない と変更
でき ません。

ユーザコード ： 古いコード を入力し て装置を有効にし た場合のみ、 すでに割 り 当て られたユー
ザコード を変更でき ます。 その後で、 新しいコード を設定でき ます。

- 値の範囲 ： 0000 ～ 9999

- デフ ォル ト ： 0

7.4.2 プログラム情報

注意 !

+ キーまたは - キーを押し て、 7 または 8 桁の表示値を横にス ク ロールし ます。

7.4.3 アラームリ ミ ッ ト 値 （NAMUR）

PARAM → NAMUR

ア ラーム リ ミ ッ ト 値は、 工場出荷時に NAMUR 値に設定されています。

これらの値は以下が可能です。

- デフ ォル ト 値 （DEF） と し ての使用

- 自由編集 （EDIT）

以下の操作位置は、 操作項目 「Edit」 を編集し た場合に変更でき ます。

Namur リ ミ ッ ト 値は、 昇順に示し ています。

名称 説明

プロ グ ラ ム名 'PNAME' 装置に読み込まれている ソ フ ト ウ ェ アの名前を表示し ます （7 桁）。

! 　 注意 ! 
編集でき ません。

フ ァーム ウ ェアバージ ョ ン

'FWVER'

装置に読み込まれている フ ァーム ウ ェアのバージ ョ ンを表示し ます

（8 桁）。

! 　 注意 ! 
編集でき ません。

名称 説明

NAMUR 3.6 値の範囲 ： 0 mA ～ < Namur 3.8

デフ ォル ト ： 3.60

NAMUR 3.8 値の範囲 ： Namur 3.6 <  x  <  Namur 20.5

デフ ォル ト ： 3.80

NAMUR 20.5 値の範囲 ： Namur 3.8 <  x  <  Namur 21.0

デフ ォル ト ： 20.50

NAMUR 21.0 値の範囲 ： Namur 20.5 <  x   < 25 mA

デフ ォル ト ： 21.00
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7.4.4 テス ト （TEST）

PARAM → TEST → Options OFF、 OUT、 DISP

装置機能の中には、 自動でテス ト でき る ものも あ り ます。

OFF （デフ ォル ト ）

オープン コ レ ク タ ： OUT

表示 ： DISP

7.5  サービスレベル （SERV）

こ のレベルは、 サービ ス コード入力後にのみ選択でき ます （サービ ス担当者のみ使用可能）。

7.5.1 装置のリ セ ッ ト （reset）

PRSET ： リ セ ッ ト の実行

サービ ス担当者は、 設定をデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト でき ます。

リ セ ッ ト ： YES を選択後、 操作パラ メ ータは工場出荷時の値に設定されます。

• オプシ ョ ン ： Yes または No
• デフ ォル ト ： No

デフ ォル ト 値が設定される と、 選択し たオプシ ョ ンが自動的に No に リ セ ッ ト されます。
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8 設定

8.1 機能チ ェ ッ ク

すべてのケーブルが配線されている こ と を確認し て く ださい。

正しい動作を させるためには、 端子のネジを強 く 締めてお く 必要があ り ます。 これで装置は動作
し ます。

装置を初期化し ている間、 すべてのセグ メ ン ト が約 1 秒間デ ィ スプレ イに表示されます。

警告 !

設定作業以外は、 ネジのキ ャ ッ プを締め、 カバーク ラ ンプで固定し てお く 必要があ り ます。 使用
し ていない開口部は密閉し てお く 必要があ り ます。

9 保守
装置に特別な保守作業は必要あ り ません。

10 ア クセサリ

名称 オーダー番号

イ ン ターフ ェース

ケーブル

Commubox FXA291 （FieldCare 機器セ ッ ト ア ッ プおよび DTM

ラ イブラ リ を同梱）

TXU10

FXA291

TXU10

パイプ / ポール取 り 付けキ ッ ト 51007995
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11 ト ラ ブルシューテ ィ ング
こ の章では、 エラーの ト ラブルシ ューテ ィ ングに役立つと想定される原因の概要を説明し てい
ます。

11.1 ト ラ ブルシューテ ィ ングの説明

危険 !

防爆区域での使用許可を得た装置の場合、 防爆保護が保証されな く なるため、 エラー診断は開
いた装置では実行でき ません。

11.2 プロセスエラー メ ッ セージ

自己テス ト または動作中に発生し たエラーは、 即座にデ ィ スプレ イに表示されます。 確認でき る
エラー メ ッ セージは、 キーを押すと削除されます。 データの読み書き用ハード ウ ェア
（EEPROM） が故障し ている、 またはデータが EEPROM から正し く 読み取れない場合は、 障害
があ り ます。

エラーコード 説明

C561 表示し きれません

F041 センサ / ケーブルの開回路 （入力 < 3.6 mA または > 21 mA）。 「障害」 警告記号が表示され

ます。

F045 センサエラー （2 mA < 入力 ≤ 3,6 mA または入力 ≥ 21 mA）。 「障害」 警告記号が表示され

ます。

F101 信号の範囲以下 （3.6 mA および 3.8 mA 間の入力）。 「障害」 警告記号が表示されます。

F102 信号の範囲以上 （20.5 mA および 21 mA 間の入力）。 「障害」 警告記号が表示されます。

F261 EEPROM エラー。 「障害」 警告記号が表示されます。

F282 パラ メ ータのデータが正し く 保存されませんでし た。 「障害」 警告記号が表示されます。

F283 パラ メ ータのデータが正し く あ り ません。 「障害」 警告記号が表示されます。

F431 校正値が正し く あ り ません。 「障害」 警告記号が表示されます。
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11.3 保守部品

a0012133

図 14 ： フ ィ ールド デ ィ スプレ イの保守部品

位置番号

1 ハウ ジ ング RIA14

認証 ：

A 非防爆区域 + Ex nA

B Ex d

材質 ：

A アル ミ

B ステン レ ス製 316L

ケーブル差込口 ：

1 3x ネジ NPT1/2、 端子ブロ ッ ク な し

2 3x ネジ M20x1.5、 端子ブロ ッ ク な し

3 3x ネジ G1/2、 端子ブロ ッ ク な し

型式 ：

A 標準

RIA141G- A オーダーコード完了、 ハウ ジング RIA14

位置番号 オーダー番号 名称

2 TMT142X-HC ハウジングカバー付きデ ィ スプレ イ、 316L、 Ex d、 FM XP、 CSA 

XP、 O リ ング付き

TMT142X-HD ハウジングカバー付きデ ィ スプレ イ、 316L、 O リ ング付き

RIA141X-HK ハウジングカバー付きデ ィ スプレ イ、 Alu Ex d、 O リ ング付き

3 51004555 O リ ング 88x3 NBR70 PTFE 塗装

4 RIA14X-DA デ ィ スプレ イ + 取 り 付けキ ッ ト  + 変形保護

RIA141X-DC デ ィ スプレ イ取 り 付けキ ッ ト  + 変形保護

51004454 デ ィ スプレ イ取 り 付けキ ッ ト フ ィ ール ド ハウジング

5 RIA141X-EA 電子回路

6 RIA141X-KA 端子ブロ ッ ク

7 51004948 カバーラ ッ チスペアキ ッ ト フ ィ ール ド ハウ ジング、 ネジ、 ワ ッ

シ ャー、 バネ座金

8 51004949 ケーブル差込口 M20x1.5

9 51006888 ダ ミ ープラ グ NPT1/2" V4A

51004490 ダ ミ ープラ グ NPT1/2" アル ミ

51004916 ダ ミ ープラ グ G1/2" EEx-d/XP

51004489 ダ ミ ープラ グ M20x1.5 EEx-d/XP
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11.4 返却

後で再利用する場合や修理する場合、 装置を保護材を使用し て梱包し て く ださい。 可能な らば
出荷時の梱包材を利用し て梱包し て く ださい。 修理は、 納入業者のサービ ス部門または特別に訓
練を受けた担当者のみ行 う こ と ができ ます。 修理のために装置を送る場合は、 故障内容を明記し
た メ モを同封し て く ださい。

11.5 廃棄

こ の装置は、 廃棄の際には規則にし たがって電気電子機器廃棄物と し て処理する必要があ る電
子部品を搭載し ています。 ご使用の国の各自治体の廃棄条例に従って く ださい。
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12 技術データ

12.0.1 入力

測定変数 電流

測定レンジ 4 ～ 20 mA （逆極性保護）

入力 • 線間電圧低下 < 3.6 V （3 ～ 22 mA 時）
• 最大線間電圧低下 < 6 V （最大短絡回路電流 200 mA 時）

12.0.2 出力

出力 デジ タル リ ミ ッ ト ス イ ッ チ

パッ シブ、 オープン コ レ ク タ ： 

Imax = 200 mA

Umax= 35 V

Ulow/max = < 2 V （200 mA 時）

リ ミ ッ ト 値に対する最大反応時間 = 250 ms

アラーム時信号 • LC デ ィ スプレ イには測定値は表示されず、 背景の照明も あ り ません。
• オープン コ レ ク タはア ク テ ィ ブになっていません。

伝送器の動作 本デ ィ スプレ イによ り HART® 通信プロ ト コルは妨害されずに渡されます。

12.0.3 電源

供給電圧 4 ～ 20 mA 電流ループによ る供給

ケーブル差込口 以下のケーブル差込口が使用でき ます。

• ス レ ッ ド NPT1/2
• ス レ ッ ド M20
• ス レ ッ ド G1/2
• グ ラ ン ド NPT1/2 x2 + ダ ミ ープラ グ x 1
• グ ラ ン ド M20 x2 + ダ ミ ープラ グ x 1
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12.0.4 性能特性

基準運転条件 T= 25 ℃ （77 °F）

最大測定誤差 縮尺表示範囲の < 0.1%

周囲温度の影響 （温度ド
リ フ ト ）

周囲温度が 1 K （1.8 °F） ずつ変更する場合に精度に影響 ： 0.01%

12.0.5 設置

設置方法 設置場所

壁または配管への取付け （「ア ク セサ リ 」 を参照）

向き

制限事項はあ り ません。 デ ィ スプレ イ を表示が見やすい方向に設置し ます。

12.0.6 環境

許容周囲温度 -40 ～ +80 ℃

注意 !

デ ィ スプレ イは < -20 ℃の温度に対し て緩やかに反応する場合があ り ます。
温度 < -30 ℃ではデ ィ スプレ イの読みやすさは保証でき ません。

保管温度 -40 ～ +80 ℃

電気保安 IEC 61010-1、

UL61010-1、

CSA C22.2 No. 1010.1-92 に準拠

気候ク ラス IEC 60 654-1、 ク ラ ス C に準拠

保護等級 IP 67、 NEMA 4X （UL 評価な し）

耐震 ・ 耐衝撃性 IEC 60 068-2-6、 3g / 2 ～ 150 Hz

結露 可 （外表面）

設置分類 1 IEC 61010

汚染度 2 IEC 61010

電磁適合性 （EMC） • EN 61326 （IEC 61326） ：
電磁適合性 （EMC 要件）

• NAMUR （NE21） ：
化学工業における管理および規制に関する規格協会
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12.0.7 構造

外径寸法 汎用ダ イ カ ス ト アル ミ ハウジングまたはステン レ ス製ハウ ジングオプシ ョ ン

a0011152

図 15 ： mm 単位のデータ

• 電子回路ボ ッ ク ス と接続ボ ッ ク ス をシングルハウジングに収納
• 90°単位で回転可能なデ ィ スプレ イ

重量 • 約 1.6 kg （アル ミ ハウジング）
• 約 4.2 kg （ステン レ ス製ハウジング）

材質

端子 ケーブル / 配線最大 2.5 mm2 （14 AWG）

12.0.8 ヒ ューマン イ ン ターフ ェース

表示部

a0011157

図 16 ： フ ィ ールド デ ィ スプレ イの LC デ ィ スプレ イ （照明付き、 90°単位でプ ラグ着脱可能）

項目 1 ： 10% 単位のバーグ ラ フ表示と測定レ ンジのアンダーシ ュー ト （項目 1a） / オーバーシュー ト

（項目 1b） のイ ンジケータ

項目 2 ： 測定値表示、 文字の大き さは 20.5 mm

項目 3 ： 単位および情報 メ ッ セージ用 14 セグ メ ン ト のデ ィ スプレ イ

項目 4 ： 「プロ グ ラ ミ ング不可」 記号

項目 5 ： 単位 「%」

項目 6 ： 「異常」 警告記号

ハウジング 型式銘板

ダ イ カス ト アル ミ AlSi10Mg ポ リ エステル粉体塗装 黒で陽極酸化されたアル ミ AlMgl

ステン レ ス製 1.4435 （SUS 316L 相当） オプシ ョ ン 1.4301 （SUS 304 相当）
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• 表示レ ンジ
-19999 ～ +99999 

• オフセ ッ ト
-19999 ～ +99999 

• 信号表示
測定レ ンジのオーバーシュー ト / アンダーシュー ト

• リ ミ ッ ト 値の違反
下限 / 上限 リ ミ ッ ト 値を超えた場合

操作部 機器内蔵 3 キー操作 （-/+/E）、 ハウ ジングを開けてア ク セス

リ モー ト 操作 設定

機器は、 PC 操作ソ フ ト ウ ェ ア FieldCare で設定されています。 FieldCare 機器セ ッ ト ア ッ プは、
Commubox FXA291 または TXU10-AC に同梱されています （「ア ク セサ リ 」 を参照 )。 または、
イ ン ターネ ッ ト から無料でダウ ン ロードする こ と も でき ます （www.endress.com）。

イ ン タ ー フ ェ ース

設定用イ ン ターフ ェースが機器にあ り 、 設定ケーブルで PC に接続されています （「ア ク セサ リ 」
を参照）。

設定可能機器パラ メ ー タ （選択）

測定寸法、 測定レンジ （線形 / 平方）、 ユーザコード を使用し たセ ッ ト ア ッ プブロ ッ ク、 フ ェー
ルセーフモード、 デジ タルフ ィ ルタ （ダンピング）、 オフセ ッ ト 、 リ ミ ッ ト 値 （最小 / 最大 / ア
ラーム）、 自由に調整可能なア ラーム リ ミ ッ ト 値

a0011146-en

図 17 ： PC 操作ソ フ ト ウ ェ アによる設定
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12.0.9 認証と認定

CE マーク 本機器は、 EU 指令の法的必要条件を満た し ています。 弊社では、 CE マーク を添付する こ と に
よ って、 機器が試験に合格し ている こ と を保証し ています。

防爆区域認証 現在使用可能な Ex バージ ョ ン （ATEX、 FM、 CSA など） に関する情報は、 弊社サービ スセン
ターにお問い合わせ く ださい。 すべての防爆データが記載された別冊資料をご提供いた し ます。

その他の規格およびガイ
ド ラ イ ン

• IEC 60529 ： ハウジングによ る保護等級 （IP コード）
• IEC 61010-1 ： 電気的測定、 制御、 実験用機器の安全要求事項
• IEC 61326 シ リ ーズ ： 測定、 制御、 実験用電気機器 - EMC 要件
• NAMUR ： プロセス産業における自動化技術のユーザによ る協会 （www.namur.de）
• NEMA ： 北米の電機業界の標準化協会

UL UL 3111-1 への公認コ ンポーネン ト

CSA GP CSA 汎用

12.0.10 関連文書

関連文書 • EX 安全注意事項 ：
ATEX II2G EEx d: XA085R/09/a3
ATEX II1/2D: XA086R/09/a3
ATEX II3G: XA087R/09/a3
ATEX II2 (1)G Ex ia: XA088R/a3

• フ ィ ール ドデ ィ スプレ イ技術情報 RIA14: TI143R/09





■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054 市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA278R/33/JA/13.10
71086734
DH/FM 7.1J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部サービスデスク課
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

01.11/ マーコムグループ
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